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（
三
）
伝
染
病
研
究
所

血
脇
他
の
推
挙
を
得
て
伝
研
技
手
補
に
採
用
さ
れ
こ
こ
で
も
外
国
語

学
力
を
評
価
さ
れ
編
集
係
と
な
っ
た
。
翌
年
、
赤
痢
菌
発
見
者
志
賀
に

逢
う
た
め
マ
ニ
ラ
よ
り
来
京
し
た
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
の
サ
イ

モ
ン
・
フ
レ
キ
シ
ナ
ー
教
授
（
第
四
の
恩
人
）
が
伝
研
を
た
ず
ね
、
野

口
は
そ
の
通
訳
・
案
内
係
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
野
口
の
渡
米
の
具
体
的
意

志
は
こ
の
時
確
定
。

（
四
）
病
理
学
的
細
菌
学
的
検
査
術
式
の
出
版

渡
部
医
院
薬
局
生
時
代
か
ら
手
掛
け
て
い
た
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
カ

ー
ル
デ
ン
の
著
書
を
和
訳
し
出
版
し
た
。
彼
の
単
行
本
中
唯
一
日
本
語

の
著
書
で
、
渡
部
鼎
共
著
と
し
た
の
は
彼
に
対
す
る
最
大
の
尊
敬
の
現

れ
で
あ
っ
た
。
束
歯
大
保
存
害
の
裏
表
紙
に
は
「
野
口
英
世
君
よ
り
贈

や
ご
や
す
へ
い

与
せ
ら
る
」
八
子
弥
寿
平
と
墨
書
し
て
あ
り
、
両
人
の
親
交
を
示
す
貴

重
な
一
本
で
あ
る
。

（
五
）
海
港
検
疫
所
と
牛
荘
へ
の
出
自

三
二
年
五
月
、
北
里
の
命
に
よ
り
横
浜
海
港
検
疫
所
に
医
官
補
と
し

て
赴
任
し
、
三
月
後
中
国
人
船
員
か
ら
ペ
ス
ト
菌
を
検
出
し
て
手
腕
を

に
ゆ
う
ち
や
ん

評
価
さ
れ
た
。
そ
の
後
中
国
牛
荘
（
現
在
の
営
口
）
で
ペ
ス
ト
が
蔓

延
し
、
十
月
に
は
日
露
の
国
際
防
疫
団
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
野
口
も
北
里
の
配
慮
で
こ
れ
に
加
わ
り
牛
荘
に
向
か
っ
た
が
、

船
底
の
苦
力
と
話
し
て
早
速
中
国
語
を
或
程
度
マ
ス
タ
ー
し
て
し
ま
っ

た
。
防
疫
の
仕
事
は
半
年
弱
で
終
わ
っ
た
が
土
地
の
有
力
者
に
気
に
入

ら
れ
た
野
口
は
更
に
留
ま
っ
て
仕
事
を
続
け
た
間
、
高
給
（
二
八
○
’

四
二
○
円
）
に
恵
ま
れ
、
渡
米
資
金
は
充
分
蓄
え
た
筈
で
あ
っ
た
。
義

和
団
の
乱
の
た
め
七
月
帰
国
し
た
が
、
い
つ
も
の
浪
費
癖
で
血
脇
家
の

食
客
と
な
り
奥
村
鵺
吉
と
起
居
を
共
に
し
た
。

（
六
）
東
京
歯
科
医
学
院
講
師
と
し
て
の
野
口
英
世

渡
米
前
五
ヶ
月
が
新
講
師
と
し
て
の
在
任
期
間
で
あ
っ
た
。
病
理
学

薬
理
学
の
講
義
と
、
ア
メ
ー
ド
ー
著
仏
文
『
歯
科
法
医
学
」
を
口
述
し
、

奥
村
が
ま
と
め
て
「
歯
牙
形
態
学
」
を
学
院
の
教
科
書
と
し
た
。

課
外
講
義
で
『
歯
科
法
医
学
」
「
咬
傷
の
法
医
学
」
他
が
あ
る
。

歯
科
学
報
五
巻
に
野
口
の
論
文
が
出
た
時
に
は
、
彼
は
ペ
ン
大
学
の

一
隅
で
水
と
パ
ン
の
粗
食
に
甘
ん
じ
て
、
蛇
毒
の
文
献
を
必
死
に
渉
っ

て
い
た
。

（
平
成
十
六
年
十
二
月
例
会
）

一
、
西
欧
市
民
社
会
に
お
け
る
薬
系
（
学
術
）
専
門
職

西
欧
の
各
地
を
訪
れ
る
度
に
、
農
村
と
際
立
っ
た
対
照
を
見
せ
て
い

る
都
市
、
そ
こ
に
は
中
央
広
場
が
あ
り
、
そ
し
て
市
庁
舎
・
教
会
が
置

か
れ
、
放
射
状
の
道
路
、
ま
た
、
中
心
を
取
り
巻
く
環
状
道
路
、
時
に

城
壁
。
そ
れ
か
ら
終
着
駅
型
の
鉄
道
な
ど
、
各
都
市
景
観
の
著
し
い
共

通
性
が
甚
だ
印
象
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
都
市
の
大
部
分
は
十
一
世
紀

頃
、
既
に
存
在
し
、
今
日
の
都
市
で
当
時
、
影
も
形
も
無
か
っ
た
も
の

は
、
十
指
で
数
え
ら
れ
る
程
度
と
い
う
。

史
的
に
見
る
薬
学
成
立
の
経
過
と
課
題
ｌ
日
本
薬
史
学
会
創
立

五
十
周
年
に
当
た
っ
て

川

瀬

土
月

、

屯

‐

ｆ

ｐ

－
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こ
の
様
な
所
に
生
活
手
段
を
も
っ
て
居
住
す
る
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ

ギ
ル
ド
を
形
成
し
、
自
己
主
張
、
相
互
の
認
め
あ
い
、
時
に
競
合
し
つ

つ
暮
ら
し
た
。
十
五
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
、
七
つ
の
大
組
合
と

十
四
の
小
組
合
か
ら
成
立
て
い
た
と
い
う
。

ギ
ル
ド
内
で
は
親
方
・
職
人
・
徒
弟
の
階
噌
が
区
別
さ
れ
、
特
に
ド

イ
ツ
で
は
教
育
体
制
が
確
立
し
、
親
方
の
下
で
修
業
を
積
み
、
組
合
が

執
行
す
る
職
人
試
験
に
合
格
す
る
と
、
次
は
別
の
親
方
の
下
で
職
人
と

し
て
働
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
遍
歴
）
。
各
職
種
ご
と
に
規
準
は
異
な

る
も
の
の
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
、
親
方
試
験
に
合
格
し
て
初
め
て

晴
れ
て
親
方
に
な
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
薬
業
で
も
同
じ
制
度
が
保
た
れ
、
薬
剤
師
（
雪
〕
○
言
里
ハ
閏
）
１

１
薬
剤
師
助
手
（
苔
帰
巨
馬
）
ｌ
薬
剤
師
徒
弟
（
シ
亘
の
豆
旨
廻
の

別
が
あ
り
、
遍
歴
も
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

‐
薬
局
に
は
薬
品
陳
列
室
と
、
そ
の
隣
に
実
験
室
が
あ
り
、
こ
こ
は
錬

金
術
を
実
施
す
る
恰
好
な
場
所
と
な
っ
た
・
錬
金
術
で
の
操
作
単
位
は
、

加
熱
・
冷
却
・
抽
出
・
濾
過
・
蒸
留
・
昇
華
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
薬
局

の
研
究
室
で
は
、
気
体
の
扱
い
方
を
開
発
し
、
化
学
反
応
の
量
的
把
握

を
可
能
に
し
た
。
か
く
し
て
近
代
化
学
の
発
展
が
促
さ
れ
、
薬
局
で
の

ハ
ロ
ゲ
ン
元
素
発
見
が
導
か
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
薬
剤
師
モ
ア
ッ
サ
ン

は
フ
ッ
素
を
発
見
。
こ
の
功
績
で
一
九
○
六
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
得
て

お
り
、
当
時
の
研
究
水
準
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
到
来
し
た
産
業
社
会
で
の
凋
落
と
隆
盛

中
世
以
来
、
製
薬
面
で
高
水
準
の
科
学
技
術
が
駆
使
さ
れ
、
薬
を
使

う
面
で
庶
民
生
活
へ
身
近
に
貢
献
し
て
き
た
薬
局
も
、
産
業
革
命
の
時

代
に
入
っ
て
様
相
が
変
わ
り
、
薬
は
新
生
の
企
業
が
大
量
生
産
す
る
と

こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
段
階
で
用
薬
に
つ
い
て
も
規
定
し
、
遂
に
薬
局
は

流
通
末
端
で
の
配
給
機
能
し
か
持
た
な
く
な
っ
た
。
二
十
世
紀
後
半
に

は
、
抗
生
物
質
さ
ら
に
生
物
科
学
由
来
の
薬
剤
が
登
場
し
、
生
命
の
基

本
を
揺
る
が
す
物
質
が
、
情
報
不
足
の
ま
ま
臨
床
使
用
さ
れ
、
資
本
の

論
理
の
介
入
も
あ
り
、
遂
に
薬
害
発
生
を
見
る
に
至
っ
た
。

三
、
日
本
で
の
医
薬
制
度

明
治
維
新
以
降
、
政
府
の
基
本
方
針
は
西
欧
的
近
代
化
で
あ
り
、
一
矢
一

療
而
で
は
漢
方
撲
滅
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
八
七
四
年
に
医
薬
分
業
．

医
師
の
技
術
評
価
を
内
容
と
す
る
医
制
を
公
布
し
た
。
し
か
し
西
欧
の

よ
う
な
社
会
的
救
済
の
思
想
も
歴
史
も
無
い
日
本
で
は
実
施
で
き
ず
、

一
八
八
四
年
に
内
務
省
は
「
医
師
薬
舗
兼
業
す
る
も
苦
し
か
ら
ず
」
と

訓
示
し
て
政
策
転
換
を
し
た
（
自
由
開
業
医
制
度
の
始
ま
り
）
。
歴
史
の

目
で
見
れ
ば
「
薬
礼
」
の
形
で
医
療
費
を
考
え
る
江
戸
時
代
の
町
医
の

復
活
に
相
当
し
、
民
間
の
活
力
導
入
に
よ
っ
て
日
本
の
医
療
内
容
向
上

に
貢
献
し
た
が
、
医
療
機
関
の
役
割
分
担
欠
如
（
非
シ
ス
テ
ム
的
）
・
都

市
集
中
そ
し
て
予
防
に
馴
染
ま
ず
、
改
革
の
必
要
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。

百
年
後
の
一
九
八
五
年
、
「
医
療
維
新
」
つ
ま
り
、
診
療
内
容
の
監
査

と
地
域
医
療
計
画
を
内
容
と
す
る
改
革
医
療
法
が
公
布
さ
れ
、
以
後
、

総
合
的
医
療
実
施
へ
向
け
て
歩
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

四
、
将
来
へ
向
け
て

二
○
○
四
年
の
日
本
薬
史
学
会
創
立
五
十
年
は
、
以
上
の
様
な
歴
史

の
流
れ
に
位
置
付
け
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
薬
史
学
会
創
設
者
・
継
承
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者
の
努
力
の
上
に
、
今
後
、
長
期
・
大
規
模
に
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
医

薬
の
世
界
で
の
事
象
を
整
理
し
、
未
来
へ
向
け
て
の
評
価
を
提
出
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
差
し
当
た
っ
て
は
、
情
報
社
会
の
到
来
と
い

う
事
実
を
踏
ま
え
、
患
者
志
向
の
発
想
を
中
心
と
し
た
評
価
規
準
の
導

入
が
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
衛
生
学
者

ミ
ュ
ア
・
グ
レ
イ
著
の
「
忠
者
は
何
で
も
知
っ
て
い
る
」
（
二
○
○
四
・

巾
山
書
店
）
に
あ
る
「
医
療
と
は
幽
者
の
発
想
を
軸
に
し
た
患
者
と
医

療
技
術
者
と
の
協
同
事
業
」
を
キ
ー
・
ワ
ー
ド
と
し
た
薬
事
問
題
の
探

究
に
な
ろ
う
。

（
呼
成
十
六
年
十
二
川
例
会
）

だ
れ
に
も
性
欲
が
あ
り
、
性
事
へ
の
関
心
が
あ
る
。
だ
が
、
自
分
の

性
行
動
や
性
事
へ
の
関
心
を
あ
か
ら
さ
ま
に
す
る
人
は
す
ぐ
な
い
。
齋

藤
茂
吉
は
、
そ
う
い
っ
た
面
を
か
な
り
あ
か
ら
さ
ま
に
か
た
り
、
他
人

に
そ
れ
を
み
せ
た
人
で
あ
る
。
わ
た
し
は
精
神
炳
医
と
し
て
の
か
れ
の

生
涯
を
た
ど
る
た
め
に
、
「
全
集
」
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
か
れ
の
書
簡
お

よ
び
日
記
に
よ
っ
て
、
齋
藤
茂
吉
と
い
う
人
間
に
せ
ま
ろ
う
と
し
て
、

『
精
神
病
医
齋
藤
茂
吉
の
生
涯
」
（
恩
文
閣
出
版
、
京
都
、
二
○
○
○
年
）

を
か
い
た
。

今
回
は
、
そ
こ
に
み
え
て
き
た
、
か
れ
に
お
け
る
性
の
あ
り
方
に
し

ぼ
っ
て
報
告
し
た
い
。
か
れ
は
友
人
の
手
紙
で
は
、
自
分
の
性
行
動
に

齋
藤
茂
吉
に
お
け
る
性

１
－
《
“
“
ｊ
ｆ

〃
ロ
も
ｌ

Ｅ
Ｊ
Ｉ
Ⅱ
ｐ
Ｊ
０
Ｄ
０

１
１
Ｊ
出
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｌ
Ｍ
プ
ト
″
稗

つ
き
や
や
露
骨
に
か
た
っ
て
い
る
。
日
記
で
は
、
晩
年
の
愛
人
だ
っ
た

永
井
ふ
さ
子
に
も
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
て
い
な
い
。
日
常
生
活
や
発
表
さ
れ

た
文
章
で
は
、
か
な
り
あ
け
す
け
な
而
も
あ
っ
た
。

一
八
八
二
年
に
山
形
県
に
う
ま
れ
た
か
れ
は
、
養
子
候
補
と
し
て
一

八
九
六
年
に
遠
縁
の
齋
藤
紀
一
に
む
か
え
ら
れ
、
第
一
高
等
学
校
を
卒

業
す
る
一
九
○
五
年
に
紀
一
の
二
女
て
る
子
の
婿
養
子
と
し
て
齋
藤
家

に
入
籍
し
た
。
一
九
○
五
年
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
入
学
し
た
頃

に
は
、
性
へ
の
つ
よ
い
関
心
を
し
め
し
て
い
た
。
か
れ
は
自
分
の
自
慰

に
つ
い
て
は
か
た
っ
て
い
な
い
。
初
交
は
一
九
一
○
年
末
か
翌
年
は
じ

め
、
病
気
で
一
年
お
く
れ
た
卒
業
試
験
を
お
え
た
直
後
で
あ
る
。
当
時

の
医
学
生
で
も
、
卒
業
ま
で
は
童
貞
の
人
が
お
お
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

当
時
の
精
神
病
学
教
室
は
東
京
府
巣
鴨
病
院
内
に
あ
っ
た
。
呉
秀
三

院
長
の
も
と
に
あ
っ
て
も
、
医
師
に
は
遊
蕩
人
が
そ
ろ
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
（
か
れ
の
ま
え
の
世
代
が
も
っ
と
す
ご
か
っ
た
）
。
か
れ
個
人
と

し
て
も
、
一
九
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
女
中
（
，
・
）
「
お
ひ
ろ
」

と
の
、
は
げ
し
く
・
か
な
し
い
性
愛
が
あ
っ
た
。
一
九
一
二
年
、
死
病

の
母
を
看
病
し
な
が
ら
（
そ
こ
か
ら
、
絶
唱
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
が
う

ま
れ
て
い
る
）
、
蝸
妓
遊
び
を
し
て
、
そ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
友
人
に
ほ
こ

り
も
し
て
い
る
。
一
九
一
四
年
に
は
一
三
歳
下
の
て
る
子
と
結
婚
し
た

が
、
父
に
に
て
軽
躁
的
な
か
の
じ
ょ
に
は
別
の
思
い
人
が
い
た
。
「
こ
の

世
で
一
人
の
た
ふ
と
い
女
人
が
小
生
と
つ
れ
そ
ふ
た
な
ら
ば
」
と
師
長

塚
節
あ
て
に
か
れ
が
か
く
の
は
、
結
婚
後
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。

松
沢
病
院
医
局
に
は
、
巣
鴨
時
代
か
ら
の
落
書
き
帳
三
○
冊
が
あ
っ

た
。
そ
の
な
か
で
異
色
な
の
が
、
一
九
一
五
年
の
「
卯
の
花
そ
う
し
」


